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マムシグサ Arisaema serratum  (Thunb. ) Schott
（サトイモ科 Araceae）
写真 1　マムシグサ（新芽）
写真 2　マムシグサの雌花断面（左），未熟果実（中央），成熟果実（右）
ついており，一度，花に入り込んだハエは花の上部からは出ることが出来ず，中で暴れ回り，たっ
ぷりと花粉を身体につけ，ようやく花の下部のすき間から出，雌花に花粉を運びます。しかしながら，
雌花にはすき間がないため，受粉という仕事を終え，用のなくなったハエは雌花の中で死んでしま
います。植物の生き残り作戦の一つでしょうが，残酷といえば残酷な話で身につまされますね。
　埼玉県では，ちょっと，山へ入った田畑の畔などでよく見かけます。昨年の 5 月，埼玉県民の森
で何十株という群落が一斉に新芽を立てている様子は何とも言えない奇妙な光景でした。
